
墨
の
獅
子
舞 

 

 
 

伝
承
者 

墨
獅
子
舞
保
存
会 

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
七
日
） 

墨
の
獅
子
舞
は
、
享
保
十
九
年(

一
七
三
四)

墨
村
の
鎮
守
六
所
神

社
の
社
殿
を
新
築
し
、
そ
の
遷
宮
式
に
奉
納
の
た
め
、
出
羽
国
羽
黒

山
か
ら
師
を
招
い
て
伝
授
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
五
穀
豊
穣
・
干
天
の
雨
乞
い
の
祈
願
を
か
け
て
春
秋
二
回
、
区

内
神
社
と
区
長
宅
で
演
舞
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
絶
の
時
代
も
あ

り
ま
し
た
。
大
正
十
五
年
再
開
さ
れ
て
か
ら
は
毎
年
七
月
十
五
日
、

六
所
神
社
と
区
長
宅
の
二
か
所
で
演
舞
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
種
目
は
、
「
足
揃
え
」
・
「
芝
獅
子
」
・
「
剣
の
舞
」
・
「
猿

獅
子
」
の
種
目
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
獅
子
３
、
猿
１
、
笛
、
大

太
鼓
、
小
太
鼓
と
い
う
構
成
で
す
。
三
匹
獅
子
舞
で
念
仏
と
お
練
り

が
伴
う
こ
と
が
特
徴
で
す
。
古
い
伝
統
を
よ
く
伝
承
し
て
い
る
郷
土

芸
能
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
七
日
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
房
総
の
魅
力
五
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
。 

 風
祭
「
墨
の
三
匹
獅
子
舞
」 

こ
の
墨
の
獅
子
舞
は
、
古
く
は
「
風
祭
」
と
も
言
わ
れ
た
そ
う
で 

す
。
こ
の
獅
子
舞
の
見
所
は
華
や
か
な
万
灯
を
先
頭
に
し
た
「
お
練
り
」
と
「
念
仏
」
な
ど

独
特
の
要
素
が
加
わ
っ
た
三
匹
獅
子
舞
で
す
。「
念
仏
」
の
歌
の
内
容
は
、
穢(

け
が)

れ
を
祓

(

は
ら)

う
歌
だ
そ
う
で
す
。 

 

最
後
に
獅
子
舞
の
家
を
ほ
め
る
「
ほ
め
言
葉
」
が
、
区
長
宅
で
行
わ
れ
ま
す
。 

か
つ
て
、
舞
い
手
は
少
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
、
舞
い
手
も
次
第
に
高
齢
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
次
世
代
へ
の
伝
承
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
墨
区
獅
子
舞
保
存

会
を
組
織
し
て
演
技
伝
承
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。 

  
 

墨
区
獅
子
舞 

（
神
社
、
寺
、
区
長
宅
で
舞
う
祭
に
念
じ
ら
れ
る
念
仏
） 

 

一
、 

千
早
降
ル
神
ノ
鳥
居
ヲ
通
ル
時
ハ 

 
 
 

忌
ミ
モ
穢
レ
モ
突
キ
失
セ
ル
ケ
リ 

（
神 

社
） 

二
、 

ナ
イ
竹
ヲ
七
節
揃
エ
テ 

 
 
 

之
ヲ
神
ノ
祝
イ
ト
ス
ル 

 
 
 
 

（
神 

社
） 

三
、 

大
寺
ノ
香
ノ
煙
ハ
細
ケ
レ
ド 

 
 
 

天
ニ
上
ガ
リ
テ
黒
雲
ト
ナ
ル 

 
 

（ 

寺 

） 

四
、 

名
主
様
ハ
巧
妙
ガ
ナ
ル
人
ナ
レ
バ
孫
彦
揃
エ
テ 

 
 
 

百
万
石
ノ
御
支
配
ナ
サ
ル 

 
 
 

（
区
長
宅
） 

    


